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新新語

十番勝負

　登山やハイキングなどを楽しむ20～30代を中心とする女性のこと。健康志向の高まりや登山ブームを
背景に近年増加しました。ファッション性と機能性を兼ね備えた服装をしているのが特徴です。「山ス
カート」と呼ばれる山歩き用のスカートも発売されています。

　山ガール

■
今
、
若
手
職
員
の
研
修
で
、
人
員
削
減
・
予
算

削
除
の
中
で
、
い
か
に
効
率
よ
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
あ
げ
て
仕
事
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
皆
で

考
え
を
出
し
合
い
、
発
表
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

 

松
永　

麻
衣
子
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
４
月
よ
り
育
休
か
ら
復
活
！
前
に
い
た
と
き
の

課
が
な
く
な
り
、
市
民
生
活
相
談
課
に
合
併
。
子

ど
も
も
泣
き
な
が
ら
保
育
園
に
行
き
、
私
も
初
め

て
の
職
場
で
必
死
で
し
た
。
育
児
と
仕
事
の
両
立

は
本
当
に
大
変
で
す
ネ
。
早
く
も
、
も
う
12
月
！

頑
張
っ
て
い
る
自
分
に
ご
ほ
う
び
あ
げ
た
〜
い
！

 

中
井　

紀
美
子
（
吹
田
市
職
労
）

■
ナ
ー
ス
ウ
エ
ー
ブ
や
「
看
護
師
増
や
せ
」
の
デ

モ
に
一
度
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
看

護
師
や
介
護
職
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
の
職
場
は

過
酷
で
す
。
い
つ
か
は
世
話
に
な
る
医
療
従
事
者

を
増
や
せ
の
声
を
も
っ
と
大
き
く
。

 

市
川　

悦
久
（
松
原
市
職
労
）

■
歴
史
が
好
き
で
「
お
お
さ
か
三
国
誌
」
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
萱
野
三
平
」（
11

月
号
）
は
、
家
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
距
離
に
あ
る

の
で
、
バ
ス
に
乗
っ
て
箕
面
の
三
平
旧
邸
へ
七
年

前
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
切
腹
し
た
長
屋
門
の
一

室
を
感
慨
深
く
見
た
も
の
で
す
。　

 

峰　

朋
子
（
吹
田
市
関
連
労
組
）

■
「
か
る
ち
ゃ
〜
ナ
ビ
」
楽
し
く
み
て
い
ま
す
。

60
年
生
き
て
い
て
も
、
知
ら
な
い
大
阪
っ
て
結
構

あ
る
な
ぁ
〜
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

 

東
谷　

愛
子
（
和
泉
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　パソコンや携帯電話用にコンセント（電源）を無料で提供したり、無線ＬＡＮを備えていたりす
るコーヒー店やファストフード店のこと。「電源カフェ」とも言います。ただし、無断使用は窃盗
行為になり、長時間使用はマナー違反になるのでご注意を。

　コンセント
　カフェ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
国
内
線
の
対
語

❷
○
○
よ
り
育
ち

❸
大
地
震
の
後
に
引
き
続
い
て
起
る
小

地
震
。
ゆ
り
か
え
し

❹
運
が
開
け
る
こ
と
。
○
○
○
○
の
お

守
り

❺
お
金
の
○
○
借
り
は
禁
止

❻
Ｓ
Ｌ
の
○
○
○
○
か
ら
撮
っ
た
見
事

な
写
真

❾
メ
ガ
フ
ォ
ン
や
マ
イ
ク
を
一
昔
前
は

こ
う
言
っ
て
た
よ

10
選
手
宣
誓
で
○
○
○
○
○
○
の
雰
囲

気
は
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
が
っ
た

12
百
○
○
あ
っ
て
一
利
な
し

14
「
高
利
貸
し
」
と
発
音
は
同
じ
で
も

こ
れ
は
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
等
の
類

17
阿
片
・
コ
カ
イ
ン
の
類
で
所
持
は
禁

止
さ
れ
て
い
る

18
定
期
券
・
定
期
預
金
等
の
略

19
仰
げ
ば
尊
し
我
が
師
の
○
○

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
高
い
と
こ
ろ
が
苦
手
の
○
○
○
○
恐

怖
症

❹
山
田
の
中
の
一
本
足
と
は
？

❼
ア
タ
リ
・
ア
ミ
ダ
・
貧
乏
○
○

❽
会
の
進
行
を
司
る
人
。
Ｍ
Ｃ

10
関
西
国
際
空
港
の
略
称

11
○
○
○
な
結
果
に
皆
が
驚
い
た

13
試
合
は
阪
神
の
○
○
○
○
で
始
ま
っ

た
15
○
○
○
○
○
に
聖
火
が
点
り
五
輪
が

開
幕

16
只
今
の
○
○
○
○
は
寄
り
切
り

19
♪
○
○
○
の
庭
に
も
早
や
幾
と
せ

20
屋
外
。
○
○
○
劇

21
短
気
は
○
○
○

22
広
く
物
事
を
知
っ
て
い
る
こ
と
。
物

知
り

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
1
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
１

年
２
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
０
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
セ
ン
カ
ク
シ

ョ
ト
ウ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
41
通

の
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で

次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
梶
村
の
り
子
（
大
阪
府
職
労
）、
▼

中
本
幸
子
（
羽
曳
野
市
職
労
）、
▼
小

山
香
奈
子
（
松
原
市
職
労
）、
▼
清
水

久
美
子
（
東
大
阪
市
職
労
）、
▼
峰
朋

子
（
吹
田
市
関
連
労
組
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：１年間の汚れをふきとりましょう

10月号の解答
「センカクショトウ」

カバヤキ　キイロ
ワン　シケンカン
ラ　シユンジ　ブ
コシヨ　ギヨセン
ジユウシヨ　ン
キ　チ　ウチキリ
　シユト　サヨク
キコウ　タイクツ

共 済 コ ー ナ ー
◆ 加入者の声お寄せ下さい ◆
掲載者には図書カードをプレゼント！
○応　募： クロスワードパズルと同じ様

式・同住所へ。宛先は「大阪
自治体の仲間」共済本部

○応募の締め切り　12月末
○ 匿名希望、イニシャル希望などお書き
添え下さい。

　

２
０
１
３
年
に
制
度
改

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

セ
ッ
ト
共
済
と
火
災
共
済

へ
の
「
ご
意
見
や
要
望
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

「
こ
ん
な
制
度
を
新
設

し
て
欲
し
い
な
！
」「
こ

ん
な
時
、
給
付
が
あ
る
と

助
か
る
な
」
な
ど
、
ど
し

ど
し
、
ご
要
望
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
加
入
者
が
増
え

れ
ば
、
掛
金
そ
の
ま
ま
で

制
度
が
良
く
な
る
。
や
っ

ぱ
共
済
で
す
ね
！

◆
セ
ッ
ト
・
火
災
共
済
◆

制
度
改
定
へ　
　
　
　
　

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い

1 2 3 4 5 6

7 8 9

10

11 12 13 14

15

16 17 18

19 20

21 22

「『
○
○
は
あ
る
有
力
者
の
知
り
合
い

や
か
ら
気
を
つ
か
え
』
と
業
務
に
関
係

の
な
い
前
近
代
的
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
」
な
ど
パ
ワ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
（
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
）
の
実
態
も
明
る
み
に

な
り
ま
し
た
。
松
原
市
職
労
は
、
人
員

減
で
、
仕
事
に
余
裕
の
な
く
な
っ
た
職

場
環
境
に
も
原
因
が
あ
る
こ
と
を
重
視

し
、
労
働
安
全
衛
生
員
会
で
も
、
職
場

改
善
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

松
原
市
職
員
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

の
担
当
役
員
が
、
市
役
所
関
係
で
働
く

全
労
働
者
を
対
象
に
「
心
と
体
の
健
康

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
職
場
か
ら
２

０
０
件
を
超
え
る
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。「
○
○
長
が
『
嘱
託
な
ん
て
す

ぐ
に
首
が
切
れ
る
』
と
言
っ
て
い
た
」

「
聞
か
れ
た
こ
と
に
即
答
で
き
な
い

と
、
い
き
な
り
怒
鳴
り
出
す
、
見
せ
し

め
の
よ
う
に
立
た
せ
て
怒
鳴
り
つ
け

る
。
そ
ん
な
状
況
が
堪
え
ら
れ
な
い
」

　泉佐野市職労は11月17日、賃金確定交渉の山場で市長と
の交渉を実施。現業支部からも５人の役員が参加して職場
要求をぶつけました。「現業は採用がなく、自分が職場の
中で今でも若い存在」「青年部を見ていると若い人たちと
仕事がしたい。力仕事が基本の職場なので採用を」「ゴミ
収集の直営を守れ」との訴えに、市長は「財政上、今すぐ
に職員採用は難しい」としながらも、ゴミの収集業務は
「市が直営で何割か持っていないと災害時に必要になって
くるので全面委託は考えていない」と回答しました。

交
流
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛
り
上
が
り

　大阪自治労連青年部は11月26日から２泊３日で、「大阪の自治体に働く
青年のつどい」を開催。８単組から35人が参加して、船で長崎へ、平和と
観光の旅に出かけました。
　長崎では、原爆資料館や「岡まさまる記念長崎平和資料館」を見学し、
その後は２組に分かれて軍艦島上陸ツアーと佐世保米軍基地視察へ。長崎
の歴史と平和を大いに学び、元気に帰阪しました。

平和＆観光 IN 長崎！
「大阪の自治体に働く青年のつどい」を開催

「若い人たちと仕事がしたい」　　　
「現業職の採用を」と市長交渉で要請

泉佐野市職労現業支部

松
原
市
職
員
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
担
当
役
員
が
実
施

「
心
と
体
の
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
」で

パ
ワ
ハ
ラ
、モ
ラ
ハ
ラ
の
職
場
実
態
が
明
ら
か
に

〈送り先〉
FAX 06-6354-7225
Mail mado@osaka-jichiroren.jp

　今年も１年間、「おおさか自治体
の仲間」をご愛読いただき、あり
がとうございました。職場に親し
まれ、元気の出る紙面作りにこれ
からも努めます。来たる2011年を
希望ある年にしていきましょう！

編集部より


